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研究成果の概要（和文）：意思決定等におけるWebの利用が日常となる一方で、情報を取捨選択する負荷は大きい。そ
こで、あるトピックに対し複数の情報を収集・吟味し、分析結果を付記した文章を作成、他者と共有するキュレーショ
ンサービスが注目されている。しかし、その作成は人手により個人技に依存している。一方、二文章間の関係を解説す
る文章がWeb上に少なからず存在する。そのため、注目トピックによる検索文章群から始めて、文章間の関係を解説す
る文章を発掘し、文章を繋いでいけば、文章を関係付けて理解するための情報複合体、キュレーションマップが得られ
る。
本研究では、同マップを利用者が構築していく際に必要となる各種技術の開発をおこなった。

研究成果の概要（英文）：Although Web is widely used for decision-making in everyday life, users have to 
make great effort to select useful information in Web. Curation service, which gathers information on a 
certain topic, selects good one, compiles a summary with useful comments, and promotes users to share the 
information, has drawn a great deal of attention. However, the creation of the information highly depends 
on the curators’ skill. On the other hand, there exist not a few texts that describe the relation 
between two other texts. Therefore, by mining such texts, we expect that we can obtain a curation map, 
which makes us easily understand the relation among information pieces.
In this project, we study a set of methods that are needed for users to construct curation maps.

研究分野：自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
さまざまな情報をWorld Wide Web (以下、

Web)から得て、状況判断や意思決定を行うこ
とが日常となっている。一方で、Web上の情
報は玉石混交であり、利用者による能動的な
評価が必要とされる。さもないと、流言、風
評に踊らされる。しかし、そのような能動的
な評価は利用者に過大な労力を強いること
が普通であるため、検索エンジンの出力する
上位数件で、その情報を十分に吟味せず判断
することも珍しくない。最近では、2011年 3
月 11 日の震災ならびに原発事故以降これら
の情報が Web 上で錯そうし、様々な誤解を
招いてきている事実がこれを裏付けている。
他方、Pariserが著書“The filter Bubble”(邦
題「閉じこもるインターネット」)で指摘して
いるように、Google 等の検索エンジンや
Facebook等の SNSにおいては、利用者の個
人情報に「合わせて」システム側が提供する
情報を背後で選別をする際の、行き過ぎたパ
ーソナライゼーションが問題になり始めて
いる。すなわち、「読みたい文章(情報)」が優
先されることにより、「読むべき文章」にた
どり着くことができない。そのため、利用者
による能動的な判断を支援するために、Web
上の情報を効率よく整理する仕組みの構築
が急務である。なお、「文章」は文列であり、
文書の一部である。 
このような背景の下、Web上の情報につい
て、利用者各自が、広い視野の下で中立の立
場から様々な情報を比較し、論理的・合理的
に選別・分析できるように、批判的思考
(Critical thinking)を促進し、意思決定の支援
を行うシステムに対する期待が高まってい
る。その先駆的研究にはWISDOMと情報信
頼性判断支援システムがある。後者は我々が
参加をした共同研究の成果である。ある言明
(一つの命題に対応する文)の真偽を判断した
い場合、機械自身にはその判断はできないと
いう立場から、判断主体である利用者の支援
をすることを目的とし、何が機械的にできる
のかという観点から研究が行われた。その経
験によれば、利用者にとって判断の際に本当
に役に立つ情報とは、「人の判断」、すなわち、
いま注目している話題に纏わる複数の言明
について、他の人がどのようにして総合的に
勘案して真偽判断を下したのか、であった。 
このように、人が行った情報の整理や判断
の結果を広く共有するための試みが行われ
ている。古くは図書館における「パスファイ
ンダ」であり、話題毎に、利用者がそれを知
る際に調べると良い文献が整理されている。
最近では、「NAVERまとめ」や「Togetter」
など「キュレーションサービス」が注目を集
めている。この文脈におけるキュレーション
とは、Web上の情報を特定のトピックに沿っ
て「人手」で収集・吟味し、分析・判断結果
等を付記した文章を作成することであり、こ
れを公開し他者と情報共有することで新た
な価値を創出する。しかしながら現状では、

文章の作成は投稿者の個人技に依存すると
ころが大きい。一方で、我々の先行研究の知
見によれば、複数の言明の成立条件を整理し
て解説をしている文章が Web 上に少なから
ず存在する。そのため、注目トピックによる
検索文章群を初期情報とし、文章の間の関係
を解説する新たな文章を自動的に発掘し、所
与の文章を繋いでいくことを丹念に繰り返
していけば、図 1-1のような複数の情報を関
係付けて理解するための情報複合体を得る
ことができると考えられる。我々はこれを
「キュレーションマップ」と呼ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1-1 文章間関係を読み解くためのキュ
レーションマップの生成 

 
２．研究の目的 
本課題では、情報キュレーションの支援を
目的として、キュレーションマップを利用者
が構築していく際に利用可能な、能動的かつ
対話的インタフェースを実現するために、必
要となる情報抽出・要約技術を開発する。 
特に、主要課題である「解説文章のマイニ
ング」に加え、解説文章の要点を短い表現に
する「解説文書へのラベル付与」を検討する。 

 
３．研究の方法 
対話的にキュレーションマップを生成す
るタスクの枠組みは、概略、次の段階からな
ると想定する。まず、準備段階に相当する、
1) 注目しているトピックに関する文章群の
収集(情報キュレーション過程における「集
成」に対応)、2) 各文章からトピック関連の
主要部を抽出(同「蒸留」に対応)、3) 蒸留さ
れた文章群に対してできるかぎり解説文章
を発見して追加する初期マップの自動生成、
がある。次いで、対話段階では、4)追加され
た解説文章に対して取捨選択等、利用者が編
集を行う段階(同「蒸留」に対応)、5) 利用者
が 2文章を選ぶと、その間の関係を解説する
文章を発見し、新たなノードとするとともに
このノードから選択された 2文章へのエッジ
を生成する段階(同「マッシュアップ」に対応)、
6) 利用者が 1文章を選ぶと、これに関する解
説文章を発見し、新たなノードとするととも



に、その解説文章に示される関係が成立する
新たな文章をノードとして追加・リンクする
段階(同「集成」と「マッシュアップ」に対応)、
7)利用者が独自の視点から自ら解説文章を執
筆し、新たなノードとするとともにこのノー
ドから注目している文章へのエッジを生成
する段階(同「上昇」に対応)等が利用者から
の入力に応じて繰り返し生じる。 
上記枠組みで検討すべき技術課題の要は、
各段階の状況に応じた「解説文章のマイニン
グ」と「解説文書へのラベル付与」である。
前者は図 1-1 における追加文章(網掛け)とそ
れから張られるエッジの発見にあたる。後者
は、図 1-1における「環境負荷物質の種類が
異なる」のように解説文章の要点を短い表現
で表したものを生成しラベルとして解説文
章に付与することである。このラベルは、イ
ンタフェース上での一覧性を高めるために、
解説文章の表示代替物として機能する。 
以上述べた技術課題について、本課題では
次に示す各部分課題群への取り組みにより
解決を試みるものであった。 
a. 解説文章のマイニングを実現するための
一般モデルの検討 

b. 解説文章に対する要点を表すラベル生成
のための一般モデルの検討 

c. 所与の 2 文章間の関係を解説する文章の
マイニング手法の検討(比較型) 

d. 所与の 2 文章間の関係を解説する文章の
マイニング手法の検討(一般関係型) 

e. 所与の 1 文章と関係のある文章のマイニ
ング手法の検討 

f. キュレーションマップ生成タスクにおけ
る対話的インタフェースの検討 
 
４．研究成果 
(1) 平成 25 年度の成果 
 本年度は、 
 
H25-1)解説文章のマイニングための一般モ
デルの検討 
H25-2)解説文章の要点を表すラベル生成の
ための一般モデルの検討 
H25-3)所与の二文章間の関係を解説する文
章のマイニング手法の検討(比較型) (第
一期) 
 
を実施する計画であった。 
H25-1, H25-3 については、我々が提案した
新しい要約の概念である調停要約(対立する
二言明について、両者の成立条件等を解説し
ている文章を要約として見つける)を中心に
検討を進め、情報信憑性判断支援のための要
約生成タスクにおけるアノテーション手法
[雑誌論文③]、対話型条件結論マップ生成に
向けた条件と結論の抽出手法について提案
[学会発表⑧]をし、査読付き学術雑誌論文等
により公表した。さらに H25-1 に関して、Web
文書に対する出典抽出手法[学会発表⑩]、文
脈に応じた用語解説の抽出手法[学会発表

⑪]、電子掲示板における利害に関する書き
手の立場の推定手法を提案し、学会大会発表
により公表した。 
 一方、H25-2 については、計画段階では、
一つの解説文章に対して、要点を表すラベル
を生成するということを検討するものであ
ったが、本年度の検討の結果、この機能を含
みつつ、単一文章に対してではなく、複数の
解説文章群に対して、要点を与えるより汎用
な手法を検討した。あるトピックに関する解
説文章「集合」があったときに、そこには複
数の観点が含まれる。その中には、ある単一
の観点で述べられている詳細な解説記事も
あり得るし、一方で、複数の観点にわたって
概要を示すような、まとめの解説記事もあり
得る。そこで、まとめの解説記事を選びつつ、
他の詳細解説記事との対応関係を同時に明
らかにできる手法(以降、H25-2 改と記す)を
考案し、対外発表により結果を公表した[学
会発表⑨]。 
 
(2) 平成 26 年度の成果 
本年度は、 
 
H26-1) 所与の 2 文章間の関係を解説する文
章のマイニング手法の検討(比較型) (第
二期) 
H26-2) 所与の 2 文章間の関係を解説する文
章のマイニング手法の検討(一般関係型) 
 
を実施する計画であった。 
研究提案時、H26-2 では、H26-1 の「比較」
を含む各関係で二文書間の解説をする文章
を個別に抽出する手法を検討する計画であ
ったが、前年度の研究成果として得られた
「複数の解説文章群に対して、まとめ文章を
抽出し、要点を与える」手法が、複数文書間
の解説をする文章をマイニングする汎用の
手法として利用できると期待されたので、本
年度はその拡張を更に検討することとした
(H26-改)。 
また、引き続き検討すべき基礎的課題とし
て、H25-1)解説文章のマイニングための一般
モデルの検討があり、これは、平成 27 年度
の、H27-1)所与の 1文章と関係のある文章の
マイニング手法の検討に繋がるものである。 
 H26-改については、平成 25 年度に公表し
た「質問応答におけるまとめの観点からの回
答の順位付け手法」を受け、質問応答の機能
を前提とせず、一般の Web 文書を対象として
まとめ文章を発見し、文書間の構造を可視化
する手法を検討した。対立した複数の意見を
まとめる要約技術についても検討し、査読付
き国際会議論文[雑誌論文②]に採択された。 
 H25-1,H27-1 については、大学入試問題を
題材としたより実践的な情報アクセス手法、
ならびに、文脈に応じた用語解説の抽出・分
類手法について検討し、研究会や学会大会発
表により公表した[学会発表④⑤⑥]。特に後
者については、人工知能学会 2013 年度研究



会優秀賞を受賞し、記念招待講演を行った
[学会発表⑦]。 
 
(3) 平成 27 年度の成果 
本年度は、 
 
H27-1) 所与の 1 文章と関係のある文章のマ
イニング手法の検討 
H27-2)キュレーションマップ生成タスクに
おける対話的インタフェースの検討 
 
を実施する計画であった。 
研究提案時、H27-1 では、より基礎的課題
である H25-1) 解説文章のマイニングための
一般モデルの検討を行いつつ、所与の 1文章
を固定した状況において、解説文章の発見を
行う手法を検討する予定であったが、これま
での研究成果として得られた「複数の解説文
章群に対して、まとめ文章を抽出し、要点を
与える」手法が、複数文書間の解説をする文
章をマイニングする汎用手法として利用可
能という知見に基づき、H27-1 と H27-2 を統
合し、汎用な対話型の可視化インタフェース
を検討した。 
 具体的には、平成 26 年度に検討した「一
般の Web 文書を対象とした『まとめ』の観点
からの文書の順位付け手法」を受け、これを
基本エンジンとすることにより、キーワード
列を入力として受け付け、関連文書を検索し
た後、その中で、包括的な理解に役立つまと
め文書を発見しやすくするとともに、まとめ
文書を起点として文書間の対応関係を可視
化し、より詳細な情報をマップ状に得られる
対話型検索結果可視化インタフェースを開
発した。同成果は、査読付き国際会議論文に
採択され[雑誌論文①]、学会大会でも公表し
た[学会発表①]。 
 また、昨年度に引き続き、H25-1,H27-1 に
ついて、大学入試問題を題材としたより実践
的な情報アクセス手法を検討した。特に、自
由記述の回答となる大学入試の二次試験を
対象とし、教科書や参考書等を知識源とした
ときの、情報抽出・要約に関する技術を検討
し、学会大会等で公表した[学会発表②③]。 
 
(4) 研究成果の概要図 
 主要な成果について、その概要図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-1 Web 文書に対する出典抽出手法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4-2 文脈に応じた用語解説の抽出手法 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-3 複数の解説文章群に対して、まとめ
文章を抽出し、要点を与える手法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-4 まとめ文章を抽出・可視化する汎用な
対話型の可視化インタフェース 
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